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気象庁による噴火警報・予報と噴火警戒レベル
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◎噴火警報とは

 全国１１０の活火山を対象に、生命に危険を及ぼす火山現象の発生やその拡大が予想される場合に「警戒が必要な範囲」
を明示して、気象庁が発表する警報。

◎噴火警戒レベルとは （現在、全国３０火山で運用）

 「警戒が必要な範囲」を踏まえて、防災機関等のとるべき行動を５段階のキーワード（「避難」、「避難準備」、「入山規制」等）
に区分した指標。

 地元自治体と「いつ・どこから・誰が避難すべきか等」について合意した火山において噴火警報と併せて発表。



気象庁による火山情報
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①火山の状況に関する解説情報 ②火山活動解説資料

火山性地震や微動の回数、噴火等の状況や警戒事項等に
ついて、必要に応じて定期的または臨時に解説する情報

地図や図表を用いて、火山活動の状況や警戒事項について、
定期的または必要に応じて臨時に解説する資料

例 例



平成２６年御嶽山噴火に係る火山情報
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2014年9月11日～9月27日17時
 年 月 日 時 分 情報種類 情報内容等

2014 9 11 10 20 火山の状況に関する解説情報
第1号。10日昼頃から地震増加。10日は51回で、50回超えたのは2007年１月25日
以来。振幅小。微動なし。噴煙不明。地殻変動変化なし。

12 14 00 週間火山概況 地震増加。

16 00 火山の状況に関する解説情報
第2号。地震増加続報。11日は85回で、80回超えたのは2007年１月17日以来。振
幅小。微動なし。噴煙及び地殻変動変化なし。

16 16 00 火山の状況に関する解説情報
第3号。地震増加続報。地震回数が10日、11日は多い状態、12日以降はやや多い
状態。振幅小。微動なし。噴煙及び地殻変動変化なし。

19 14 00 週間火山概況 地震増加続報。
26 14 00 週間火山概況 地震増加続報。
27 11 52

12 00 噴火に関する火山観測報 噴火。
02 航空路火山灰情報 発表番号2014/1。
36 噴火警報 火口周辺警報（噴火警戒レベル３、入山規制）。

13 35 降灰予報 岐阜県、長野県、山梨県。
56 航空路火山灰情報 発表番号2014/2。

14 17 航空路火山灰情報 発表番号2014/3。
30 報道発表 噴火について。会見。

15 00 航空路火山灰情報 発表番号2014/4。
24 噴火に関する火山観測報 噴火継続
50 降灰予報 岐阜県、長野県、山梨県。

16 08 火山の状況に関する解説情報
第4号。11時53分頃噴火。噴煙高度不明。3kmを超えて噴煙が流れ下るのを確認。
11時41分頃から連続した微動発生。現在も噴火継続と推測。火山性地震の多い
状態が続いている（～15時）。

30 火山の状況に関する解説情報
第5号。噴火後の状況。現在も噴火継続と推測。火山性地震の多い状態が続いて
いる（～16時）。

 噴火

（火山噴火予知連絡会火山観測体制等に関する検討会（第10回）資料より）ｃ



常時観測４７火山における災害情報伝達手段

4※1○：山頂及び山道に整備済み △：山頂若しくは山道の一部の地域に整備済み ×：未整備 ※2山頂及び山道それぞれについて、「全域受信可能」、「一部地域受信可能」、「受信不可」の携帯会社数を記載
※3 各手段について、火山内の一部分のみ整備している場合も記載

（消防庁による調査結果をもとに作成）

全域
受信可

一部地域
受信可

受信不可 その他
全域

受信可
一部地域
受信可

受信不可 その他

1 アトサヌプリ × 3 3 なし 0

2 雌阿寒岳 △（山道） 2 1 3 コミュニティＦＭ 0

3 大雪山 × 3 3 なし 3

4 十勝岳 △（山道） 3 3 有線サイレン 1

5 樽前山 × 3（未把握） 3（未把握） 不明 1

6 倶多楽 × 3（未把握） 3（未把握） 不明 0

7 有珠山 × 3 3 コミュニティＦＭ 0

8 北海道駒ヶ岳 △（山道） 3（未把握） 3（未把握） なし 0

9 恵山 × 3 3 コミュニティＦＭ 0

10 岩木山 × 1 1 1 1 1 1 なし 3

11 秋田焼山 × 2 1 2 1 なし 2

12 岩手山 × 2 1 3 なし 2

13 秋田駒ヶ岳 △（山道） 3 2 1 なし 2

14 鳥海山 × 2 1（未把握） 2 1（未把握） コミュニティＦＭ 9

15 栗駒山 △（山道） 3 3 コミュニティＦＭ 1

16 蔵王山 × 3 3 コミュニティＦＭ 5

17 吾妻山 × 3 3 コミュニティＦＭ 4

18 安達太良山 × 3 3 なし 4

19 磐梯山 × 3 3
コミュニティＦＭ
有線サイレン
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20 那須岳 × 3 3 なし 2

21 日光白根山 × 3（未把握） 3（未把握） 不明 1

22 草津白根山 △（山頂） 3 3 コミュニティＦＭ 4

23 浅間山 △（山頂・山道） 2 1 3 なし 1

24 新潟焼山 △（山道） 3 3 なし 0

25 焼岳 × 3 3 不明 1

26 乗鞍岳 × 3 3 不明 3

27 御嶽山 △（山頂・山道） 3 3 なし 10

28 白山 × 3 3 コミュニティＦＭ 10

29 富士山 × 1 2 3 コミュニティＦＭ 51

30 箱根山 △（山頂・山道） 3 3 コミュニティＦＭ 1

31 伊豆東部火山群 △（山道） 3 3 なし 0

32 伊豆大島 △（山頂） 1 2（未把握） 1 2（未把握） なし 0

33 新島 × 2 1（未把握） 3 なし 0

34 神津島 △（山道） 3 3 なし 0

35 三宅島 × 1 2（未把握） 1 2（未把握） なし 0

36 八丈島 × 3 3 なし 0

37 青ヶ島 ○（山頂・山道） 2 1 2 1 なし 0

38 硫黄島 × 3 3 なし 0

39 鶴見岳・伽藍岳 × 3 3 コミュニティＦＭ 0

40 九重山 × 1 2 2 1 なし 5

41 阿蘇山 △（山頂・山道） 3 3 なし 1

42 雲仙岳 × 3 3 なし 3

43 霧島山 △（山道） 3 3 なし 2

44 桜島 × 3（入山不可） 3 不明 0

45 薩摩硫黄島 × 3 3 なし 0

46 口永良部島 × 1 2 1 2 なし 0

47 諏訪之瀬島 × 2 1（未把握） 1 2 なし 0

山小屋と市町村との伝達手段の整備状況

山小屋数 保有している伝達手段　※3

山小屋あり：
27火山

山小屋なし：
20火山

伝達手段あり：19火山
伝達手段なし：　8火山

防災行政無線（移動系）・固定電話
IP告知・衛星携帯電話

固定電話・携帯電話

なし

なし

携帯電話

防災行政無線（同報系：戸別受信機）
防災行政無線（移動系）・携帯電話・衛星携帯電話

携帯電話・衛星携帯電話

防災行政無線（移動系）・固定電話・携帯電話

防災行政無線（移動系）・固定電話

なし

防災行政無線（移動系）・固定電話
衛星携帯電話

携帯電話

衛星携帯電話

衛星携帯電話

携帯電話・衛星携帯電話

携帯電話・衛星携帯電話

携帯電話

なし

なし

携帯電話・簡易無線

防災行政無線（同報系：戸別受信機）

防災行政無線（移動系）・携帯電話

なし

なし

防災行政無線（移動系）

なし

防災行政無線（移動系）・携帯電話

防災行政無線（同報系）
（屋外スピーカー）

※1

携帯会社3社のうち受信可能会社数※2

その他の伝達手段
※3

山頂 山道火山名

市町村からの情報伝達手段の整備状況

合計
○： 1火山
△：15火山
×：31火山

３社のうち1社以上全域受信可能：10火山
１社以上一部地域受信可能：28火山

3社とも受信不可：3火山

３社のうち1社以上全域受信可能：9火山
1社以上一部地域受信可能：31火山

3社とも受信不可：3火山

（平成26年10月現在）



登山者への情報伝達：「浅間山」の事例
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○ 「浅間山倶楽部」ポータルサイト 「入山・下山」登録

￭ 登山者が入山する際に携帯電話からサイトに「入山登録」すると、「下山登録」するまでの間、
火山・気象情報、安否確認メール（例：毎日午後５時の下山促進メール）等が配信される

⇒利用者は年間数百人（推定）と、入山者（2013年：約74,900人）のごく一部であるため、御嶽山噴火
災害後にＰＲ強化中

⇒浅間山火口まで２km前後の「湯の平」などの登山道では携帯電話が使えないため、基地局設置を
要望中。

入山者アンケート

￭下山予定時刻（必須）

￭氏名
￭性別（必須）

￭年代（必須）

￭都道府県
￭入山人数（必須）

【火山に関する情報の送信例】

件名 登山道規制緩和！

送信日時 2010-04-16 20:03:57

本文

昨日の噴火警戒レベルの引き下げに伴い、本日早朝より小諸市職員が規制区域内の登山道（賽の河原～
前掛山）の安全確認を実施したところ、特に危険もなく、安全であることを確認いたしました。

この結果を受け、小諸市では、明日１７日午前５時より黒斑コース、火山館コースともに前掛山までの登山
道に限り登山規制の緩和をいたします。多くの皆様のご来訪をお待ちしております。

なお、本日の点検では、一部アイゼンが必要な区間がありました。登山の際には、「十分な装備をする」、
「天気予報を確認する」など準備をしっかりして望んでいただくようお願いします。



旅行者への情報伝達：「阿蘇山」の事例
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○阿蘇火山防災会議協議会ホームページでの
情報提供 平常時から、パトライトとともに、火口周辺では

常時火山ガスに対する注意を促すアナウンス
を流している

写真提供：（株）社会安全研究所

○火口周辺での注意喚起

建物上にスピーカーを備えた火口監視所

火山ガスの濃度等を
監視し、必要な場合
アナウンス

○山麓のバス乗り場での情報提供

阿蘇火山防災会議
協議会ＨＰの情報
をカラー印刷して
掲示

写真提供：九州産交バス（株）阿蘇営業所



住民への情報伝達：「桜島」の事例

桜島火山ハザードマップ（平成22年3月 鹿児島市 発行）

○噴火警報や避難勧告等の伝達

• 情報伝達手段として、防災行政無線、消防車両、テレビ・ラジオのほ
か、緊急速報メールを利用

《緊急速報メールで配信される緊急情報》
1. 避難情報（対象範囲が広域な避難勧告・避難指示を発令または解除するとき）
2. 土砂災害警戒情報
3. 噴火警報（桜島に噴火警報（噴火警戒レベル4または5）が発表されたとき）
4. 警戒区域情報（不発弾処理等）
5. 津波警報
6. 国民保護情報
7. 緊急地震速報

• 桜島内にある２支所から、地元の町内会長へ電話連絡する場合あり

• 消防局から消防団へ連絡し、避難誘導の準備等に入る 7


